
 

会員調査 

 

 

 

 

調査の目的 
AVICOMでは、委員会の今後の発展方向や優先事項、ならびに会員の期待をより的確に

把握するため、会員を対象とした調査を実施した。 
回答数：133件 
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今後数年間におけるAVICOM会員の期待とニーズ 

1.​ 研修と能力形成 

最も顕著な期待は、専門的な研修およびスキル開発に関するものである。会員は、以
下の領域を中心に、アクセスしやすく実践的な研修機会を強く求めている。 

●​ 博物館におけるデジタル技術およびオーディオビジュアル技術 

●​ 人工知能とその応用 

●​ デジタル化、デジタル保存、メディア移行、フォーマット移行 

ワークショップ、ウェビナー、オンサイト研修は、多様な制度的背景において、専門職の
能力強化に不可欠な手段と考えられている。 

 

2.​ AI、新技術、倫理 

AI（人工知能）は、博物館にとって変革をもたらす重要な要素として広く認識されてい
る。会員はAVICOMに対して、以下の役割を期待している。 

●​ AIに対する十分な理解に基づき、その責任ある利用を支援すること  

●​ 倫理、ガバナンス、権利に関わる課題に取り組むこと  

●​ デジタル技術が環境に与える影響について、省察を促すこと 

このように、AVICOMは博物館分野における責任あるデジタル変革を推進するうえで、
重要な参照点となり得る存在として認識されている。 

 

3.​ ネットワーキングと実践の共有 

会員は、国際的なネットワーキングと専門職間の交流の重要性を強く指摘している。期待
されている内容には、以下が含まれる。 

●​ 事例研究、研究成果、応用プロジェクトの共有  

●​ 多様な制度的・地域的経験から学ぶ機会  

●​ 専門的および非公式な協働の機会の創出  

これらの要素は、AVICOMが実践コミュニティとして果たす役割を強化するものである。 

 

4.​ 包摂性とグローバルな代表性 
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会員は、より包摂的で、グローバルな均衡の取れた委員会を求めている。特に、以下の点
が重視されている。 

●​ ラテンアメリカ、アフリカ、グローバル・サウスからのより強い代表性  

●​ 言語的障壁の軽減  

●​ 小規模および中規模の博物館・機関への支援 

 

5.​ 戦略、ガバナンス、コミュニケーション 

調査からは、以下に対する期待が示されている。 

●​ AVICOMの明確で共有された戦略的ビジョン  

●​ 他のICOM国際委員会との協力強化  

●​ 透明性があり、参加型のガバナンス  

●​ 定期的なニュースレター、メールによる情報共有、ソーシャルメディアを通じたコミュ

ニケーションの改善  

効果的なコミュニケーションは、会員の参加を促し、組織の可視性を高めるうえで不可欠で
ある。 

 

自由記述回答の言語分析から得られた主な知見 

自由記述回答の言語分析からは、AVICOM会員が用いる表現に高い一貫性と明確な
意図が見られることが明らかになった。 

回答では、実践志向の語彙が顕著に見られる。たとえば、「研修する」「共有する」「支援
する」「強化する」「つなぐ」「導く」といった動詞や表現は、象徴的または宣言的な行動では
なく、具体的で実行可能な成果への期待を示している。 

この点から、AVICOMは能動的な実現者であり、また促進者として位置づけられている
ことがわかる。 
最も顕著な語彙領域は、以下に関係している。 

●​ 研修と能力形成：研修、スキル、ワークショップ、ウェビナー  

●​ デジタル技術とAI：AI、デジタル、技術、イノベーション  

●​ ネットワーキングと協働：ネットワーキング、交流、コミュニティ、共有  

●​ 倫理と責任：倫理、ガバナンス、持続可能性、権利  

●​ 包摂性とグローバルな代表性：ラテンアメリカ、アフリカ、グローバル・サウス、アク

セシビリティ  

また、「I expect」「I would like」「AVICOM should」といったモダリティ表現が広く用いら
れており、ためらいや限定を示す表現は比較的少ない。このことは、会員がAVICOMに対
して明確で自信を持った期待を寄せていることを示している。 
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さらに、AVICOMが博物館分野において主体的に行動し、一定の責任を担うべき組織と

して認識されていることも示されている。 
一人称単数の「I」と、「we」「members」「community」といった集合的表現が交替して用

いられていることは、個人としての関心と、委員会への所属意識および参加への意欲が併
存していることを示している。 

また、英語、スペイン語、フランス語、ポルトガル語による多言語回答は、言語的・地理
的障壁がなお存在していることを浮き彫りにし、包摂性への要請をさらに強めている。 

全体として、自由記述回答に用いられている言語は、AVICOMを以下のような存在とし
て位置づけている。 

●​ 研修と知識共有のハブ  

●​ 実践コミュニティ  

●​ ICOMにおける戦略的アクター  

●​ 倫理的で責任あるデジタル変革のための参照点  

●​  
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